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（鼻音，流音を楽音子音，他を燥音子音とする。）
5音素の設定
3.1.1長短母音：先にみた19母音のうち[e)と[E)を除く短母音[aeIOu"Y)
はそれぞれ同一又は類似の音声環境で示差的に対立するからPIKEの手順の1,2､
TRuBETzKoYの基準2などに従ってそれぞれ単独の音素とみなされるo
dann/denn,deck/dick,dich/doch,Most/mu&t,mu6te/mii6te,helle/HOlle,
missen/miissen,konnte/k6nnteetc.
これらと音声上類似の長母音[q:e:i:o:u:d:y:]はそれぞれ以上の短母音と同一
又は類似の音声環境で示差的に対立する。従ってこれら長母音もそれぞれ単独の音素と
評価される。
Bann/Bahn,ebben/eben,in/ihn,offen/Ofen,Busse/Bu6e,H611en/h6hlen,
Hiitten/hiitenetc.
ここで長短母音の各対を比較してみると，それぞれ音質（開きの大小，音色の明暗な
ど）と量（長短）が組合わされて対立していることが認められる。これらのいずれが音
韻論的に重要なのか，或いは組合わせも重要なのか簡単にはきめられない。ところでa
音の場合は[a)と[q]がはっきり区別されなかったり（例えばDuDEN,SIEBsはこ
の区別を規定していない）方言によっては[a:],(Q)と発音されたりするらしい。
FoRcHHAMMERは長短しか区別しない方言に言及している｡又v・EssEN1962によれば
一般のドイツ人は量を示差的な特徴と感じているという。彼は更に中高ドイツ語で長音
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記号を用いたことを，こうした意識と関連させている。これらから量的差異を第一次的
な対立特徴とみなすことができる。とすれば音質の差異はこれに附属するものとされよ
う。4）
この結果として長短母音の各対は同一の音質の音素の現われで，音韻論的にはただ量
の対立があるということになる。従って延長記号／：／は異音として単に長いばかりでな
く，同時にやや狭いか音色の暗い母音が現われることを意味する。MouLToNにならっ
て／：／は短母音を延長し遠心化〃ce""""ze(つまり調音位置が前上，後上へ移るこ
とを指すが）すると記述できよう◎
短母音/aeiou6ii/(ﾙ"γz)
長母音/a:e:i:0:u:6:ii:/(Iα"9)
3.1.2二重母音はドイツ語ではTRuBETzKoY,PIKEに従えば長母音とともに単一な
ものと解釈される｡TRuBETzKoYは基準5においてEi-er,blau-e,miBtrau-ischのよう
に二音節に分割されないから，これらの二重母音は単音素的価値をもつとしているが，
むしろ規準8の「当該言語において音素結合が許されないような位置に現われる場合」
という全体からみた規則性が重要であろう。即ちドイツ語では外来語や擬声音語を除け
ば母音の結合は[alaUoY)の三つに限られ，これらはいずれも長母音が現われるとほ
ぼ同じ音声環境で現われるし，語末などを除くなら短母音とほぼ同じ音声環境でも現わ
れる。このような点で単一音素と解釈される。なおこれらの複音素的解釈については注
で概要を紹介検討する。5）
なおTRuBETzKoYは母音音素の長いものに恒常的s＃α6〃な開きをもつものとそうで
ない移動的な開きをもつものに分類しているが，前者は長母音，後者は二重母音をさし
ている。単一なものと解釈するなら，これら二重母音の記号は単一のものが望ましいが，
混同の恐れはないから二記号で表わしてもよかろう。al,au,OYとなるが先の短母音に
平行させてai,au,oiiとして差支えない。更にiiをiのoによる円唇化と解釈して/ai
auoi/とする。PIKEは/aia"oi/のような標記を暗示しているが，誤解の恐れさえな
ければ前者でいい。
man/mein,kann/kein,rann/rein,satt/seit/Saat,Bann/Bein/Bahn,Mann/Mai,
Schuh/Scheu,sah/seietc.
3.1.3(e]は音声学的には非円唇の中開中舌母音とみられるが性格のはっきりしない
母音である。この[3]は(E)と類似しているが，両者は同一ないし類似の音声環境で対
立するし[e)は[9)の後にも続くから同一音素の異音ではない。(bitte(blte),bitter
(blter,bItee,blte)).この[E)は以上の例でもわかるように子音/r/の異音として
評価される。
この(3]はアクセントのない位置にしか現われず，従って形態素be-,ge-,-chen,
-selなどを除いて一音節の形式には普通現われない。正書法でeとされることや，アク
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セントのない位置の[e)｣P[e](複合語，外来語などの）と一見自由変異のような関
係にあるので，母音/e/の異音とも見られないこともない。しかし[e)は単に[e),[e)
の代りばかりでなく他の（アクセントがない）母音の代りにも現われることがある。
DuDENはpolitischにおける[pe'li:tlJ]のような発音異同についてふれている。更に
重要なのはMouLToNが指摘するように，この音の独特の分布である。即ち短母音は原
則として語末に現われないのに，この[e]のみ例外としてここに現われる。彼は更に
Namen/Amen[nq:men/q:men(0:men))のような対立例を援用している。ドイツ語
のいわゆる一般の発音では，このような対立ははなはだ疑わしいが，一応注目しなくて
はならない。
又(9)が特に音声学的にみて(e,(e),e:)などとだけ類似した疑わしい音の対をな
すとは限らないことも注目されよう。以上からここで/e/を認める。従って[e),
[e]などの[3)との交替は音素の代置とみるべきである。
3．1．4(E:]を絶えず[e:]に対して示差的に発音する方言や個人のためには/白／が認
められることになるが，この場合は短母音の/e/も恐らく／葱／とする方が実状に合って
いると思われる。
3．2子音音素の設定：一般の発音に現われる28子音は，それぞれ単一の音素に評価さ
れるわけではない。一般に音声学的に類似した音はしばしばある一つの音素の異音とし
て評価される。PIKEに従ってこのような疑わしい音の対を見出して，疑わしくないも
のとに分けると便利である。このような対は音声学的資料からみると次のようなもので
ある。
〔p脆〕〔p〕，〔t〃〕〔t〕，〔k〃〕〔k〕，〔§〕〔x〕，〔s〕〔J〕，〔n〕〔9〕，〔r〕〔R〕，
[h]['].
従って問題のない音は一応[bdgfvzjml]であるが，このうち[j)は母音iと音
声的に類似した疑わしい対となる。ここで次の8子音音素が認められる。/bdgfvz
ml/、又3破擦音[pf,ts,tJ]はそれぞれ単一か複合かが疑わしいので検討を要する。
3.2.1[p"][p]:[pm)は両唇無声帯気破裂音で[p]は帯気という点を除けば音声
学的には同じ音である。[ph]は一般に非常にルーズな発音を除いて，アクセントのあ
る母音の前で，ほとんど例外なく現われ，ここでは普通[p]は現われない。その他の音
声環境ではこの両音は発話のスタイルなどで自由に交替して現われる。一般に早い発話
やくずれた発音ほど[p"]は現われない。一般の発音では語中，語間をとわず子音の前
では[p"]ではなく[p)が現われる傾向にある。いずれにしても両音は音韻論的に対立
することはない。この両音の分布を表にすると大体次のようになる。これを要約すれば
[p"]と[p)は，相補的分布と，自由変異が組合わされた異音で共通の音素/p/を認
めることができるQ
ドイツ語音韻論の概要 189
崇覇¥”"化前澤’
なお[p"]は音声学的に明らかに複合であり，後に見るように/h/が設定されるので，
この帯気子音が*/ph/と評価されないことに注目しなくてはなるまい。それは語頭にた
ちうる子音のなかでp(及びt,k)を除いた他の子音はhを伴うことはないのに,p
(t,k)はアクセントのある母音（特に語頭では）の前ではほとんど専ら[p"]などの
帯気子音としてしか現われない。もしこれを*/ph/などと解釈すると/p/などは語頭
で単独に分布しない子音ということになり，他の子音との体系的な調和もとれない。
PIKEが英語の[p")について行っている解釈は大体以上のようなものであるが，ここで
も適用される。
以上の評価は他の二つの無声破裂音の対にも平行する。
ここで/ptk/が設定される。
3．2．2(9)[x):両者はともに無声の口蓋舌面摩擦音であるが〔，〕は硬口蓋と前舌
面,[x)は軟口蓋と奥舌面で調音される点が異る。両音の分布を調べてみると次のよう
になる。
輔意'1,粥後後舌母音,auの後語頭,ﾉ+/の後
〔9〕＋＋
[x]-+
つまり典型的な相補的分布を示す。両音は音素/x/の条件異音である。
3･2.3[n](9):両音は鼻音という点で共通しているが調音位置が異なっている。
前者は歯茎,後者は軟口蓋である。この両者は一般の発音や標準発音では同一又は類似
の音声環境で示差的に対立するので，別の音素としなくてはならない。singen[zl9an)/
sinnen[zmen),bang[ba9]/Bann(ban)．/n9/が評価される。
但しWANGLERが報告するようにngの綴りが，絶えず[99]か[9k](語末などで）
と発音されるような方言や個人では，いいかえれば〔9〕が単独には現われず[k)[g)
などの前でしか現われない場合は〔9〕は[n)と相補的に分布し，かつ音声的にも類似
しているから音素/n/の条件異音とされなくてはならない。SEILERもこのような方言
を分析して，／9／を[n]の異音としている。6）
しかし報告者や一般の発音ではこのような分析はできない。例えばbang/Bankはは
っきり区別される。ただ音節主音としての〔9〕は音素連続/en/の先立つ口蓋音による
同化によって生じた一種の異音とも解釈されうる。
3．2．4(s)(I]:調音点や方法などで両音は異なるが，鋭い音色と無声摩擦歯音とい
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う点では少くとも共通している。しかし両音は音声的類似にもかかわらず語中や語末では
対立するので，それぞれ別の音素に評価される。hei6en[halsen]/heischen[halIan],
Bus[bus)/Busch[buJ).これは/s&/とされる。
3.2.5(r)[R):[r)は歯茎舌端震音,(R]は口蓋垂震音であるが，調音点でいえ
ばかなり離れているのでPIKEのいわゆる音声的に類似した音の対のなかには数えれら
ていないが，少くともドイツ語では震音という共通点があり聴覚的にも非常に類似して
いてしばしば区別がつかない（なお6．2．5参照）。実際この両音は自由に代替すること
ができ，その場合音韻論的対立はみられない。代表的な自由変異音で両者は音素/r/に
評価される。
3.2.6[h][']:[h]は声門摩擦音,[']は破裂を伴なう声門音で，調音点は共通で
あるが先にみたような意味での類似音の対とはならない。それに両音は示差的に対立す
るから，本来別の音素とされなくてはならない。Haus[haus)/aus['aus].しかし両者
は相互に排他的で[h)が現われれば[']が現われず，又その逆でもあるのでいずれか
を記せば他は零記号ででもたりる。それは語頭ないし形態素初頭の母音の前では必ずこ
のいずれかが現われることになっているからである。但しこの位置が音素上の休止であ
るスペー スや後にみる（7.3)/＋／などで明示されることが必要である。今この〔，〕を
仮に零記号としたが，これは更に母音のこの位置での異音的附属特徴と解釈すべきもの
である。即ち／9／を除くすべての母音が初頭に現われるが，これらには原則的に〔，〕
が伴われる。例えば/a/はこの位置では('a)として普通実現される。['a]と[a)
はこの場合，大体相補的に分布し自由変異が加わる/a/の異音とされる。
3．2．7．'[pf]:この音は普通歯唇無声破擦音とされるが最初の部分が[p]で調音さ
れることも充分あるので[p]+[f]の可能性もある。それに次のような例では(f)や
[p]が単独に他の音素と対立するから*/pf/とされなくてはならないともいえる。
(MoRcINIc参照）。
Pfahle(pfO:le]/prahle[prq:le),klopfe[klopfe]/Klospe(klospe),hUpfe
[hYpfe)/hiibsche(hYp!9),Topf[topf]/Torf(torf].
しかし他の子音結合などと比較してみると,PIKE手順3,TRuBETzKoY基準8などによ
って，やはり単一と解すべきである。
pfl-:pl-,bl-,fl-,&1-,kl-,gl-
pfr:pr-,br-,fr-,tr-,dr-,6r-,kr-,gr-,(vr-).
即ち初頭では/lr/の前には普通単一の子音しかたたない。例外は§t-,§p－であるが，調
音上の相違があってただちに平行例とはできない。語末では一般に初頭の子音結合と逆
順の結合が現われるのが普通なのに[pf-]では[*-fp]がないということも注目されよ
う。これに対し§p-,St－には－p§’一t§がある。もっとも－§tや特殊な例であるがp§‐
もないわけではない。又5子音結合はまれなのに[-mpfst]は比較的頻度の高い結合で
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あるなどから[pf]は単一と解釈できる。/p/とする。
3.2.7.2[ts]は歯茎無声破擦音であるが[pf]と同様やはり体系的にみて単一とさ
れる。即ちtSV-:kv-,&v-,-tskst(dumetZgst)などから/c/を認める。
しかしこの音には問題がある。それは形態素の結合間に生ずるnachts,Ratsなどの
[ts)を同様/c/と認め，又Gansの[gants]でも同じ/c/を認めるか，それともこ
こでは音素の結合とみて/ts/とするかということである。後者のような現象はfalsch
[falI/faltI],manschen/mantschen,als[als/alts]などでも起るので，歯茎音の[1]
や[n]の後に同じ調音器官の摩擦音(s);P(I]が続くとき間に破裂音[t)が入るとい
うように説明される。この代りにこのような位置の/s/は/c/によって代置されると
も解される。ここでは前者をとり同じ音声的な音を，一方で/c/,他方で/ts/と解釈
する。或程度，形態論的な枠を考慮して一種の音素の重複を認める。
3.2●7.3[tI)は外来語などを除いて普通語頭にたたない。例えば外来語の同化Scheck
や擬声音語tschilpen/schilpenなどでこのことを裏付けしている。又この逆順の(It-]
は語頭音結合としては極めて普通で，又語中，語末になら[-tI]はよく現われる。一方
この破擦音は語頭に現われても他の子音と結合することはないし，其の他の場合でも
mantschen(別形manschen)などを除くとこの前に流音や鼻音は現われない。一mpfs,
-mpft,-nts,-lts,-ntst,-ltstなどに平行した結合がみられない。以上から(tI]は/tt/
と評価されよう。
3．2.8(j]:この音は硬口蓋有声摩擦音として分類されるが，母音iと音声的に類似
していると考えていい。従ってこれをiの異音とする見方はTRuBETzKoY,v.EssEN,
MouLToNなどにみられる。TRuBETzKoYに従えば「ドイツ文語ではiは母音の前には
現われずjが専ら母音の前に現われる。それ故にここではiとjは二つの異なった音
素でなく，一つの音素の結合変種にすぎない」と解釈される。v・EssEN1962は更にこれ
にjがiの前にはたたないことを加えて祖述している。外来語Jiddischはもちろん例
外として分析の枠からはずされる。7）又DIETHもこの解釈には音韻論的には何ら反対
すべきものはない。ただ何故にvが異ったように取扱われるのか分らないとしている。
確かにvとuは音声的には似た音であるがpVはuの前でもたちうる点ではjと異
なる。Wunsch/vun5/・MARTINETは更にこのような子音と母音に跨るような音素を考
慮して，音素を母音と子音のように分類することに消極的である。
他方MouLToN,FoRcHHAMMERは二重母音の副音にも[j]を記述している。即ち
MouLToNは非音節母音抑"Sy"a6jc"oz"eノとして[j)は短母音の後と，長短母音の
前で現われるとしている。[bajn,nojn,ja:).FoRcHHAMMERは前者を非常に広く形成さ
れ燥音を伴わない末尾のj([j],[j.])とし，後者を喋音を伴なう初頭のj([j],
ーL
千
[jc])としている。MotjLToNはしかしこれらの[j]が母音[i)と相補的に分布する
ので/i/の異音とする。なおauの副音には[w]を記述しているが，同様/u/の異
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音と評価されている。結果としてはTRuBETzKoYと一致している。彼らに従うとja
/ia:/,jung/iuP/としなくてはならない。二重母音についてはTRuBETzKoYは単一な
ものと解釈するので全体は一個の母音とされる。彼はその場合音素記号を用いずei,
au,euなどの正書法の綴りを用いている。私はこの点では同様で，二重母音については
[j)をみていない。
しかしここで問題となっている[j],つまり[j],[jc]又は母音の前の[j]につい
ては，むしろ一般的音節構造の型からみて/i/の異音としない方がいい。即ち広義に解
釈すれば，〔，〕も含めて大体，ドイツ語の音節は頭音，主音，（末音）からなってい
る。〔，〕を除くと音韻論的には頭音がない音節型も考えられるが，二重母音以外に本来
のドイツ語では母音結合はないから[j]は母音音素としないで単独の子音音素と解釈す
るのがいい。しかし,BRANDENsTEIN,DIETHが/j/を認めるのは，このような解釈に
よるのか，摩擦音と母音という音声的相違に注目しているのかは明確でないが，どうも
後者のように思われる。
baO,la9,za9,juD;fa:r,ga:r,va:r,ja:r;la:gen,ma:gen,za:gan,ja:genetc.
3.2.9音節を形成する流音，鼻音は[em,9n,el,9r]などと自由変異関係にあり
/9／もそれぞれの子音も別に音素として設定されているのでTRuBETzKoY基準11や
PIKE手順4などに従って複音素的に/em,en,91,er/などと解される。(9)は/en/
の口蓋子音への同化によって現われる異音である。しかしこれは音韻論的に音素の代置
とみることもできる。これは両唇音による同化[m]の場合にも同様である。
sinken/ziPken/[z'9ken,zlDkn,zIDkP],he:ben/[he:ban,he:brl,he:bm).
3.2.10以上で21子音音素が設定されるが，これに加えて〔5〕を絶えず発音する個人
ゞ
や方言では音素/z/をもつことになる。
4音素の示差的特徴
4．13でみた各音素は，それぞれ他から示差的な特徴によって対立するが，一般にこ
れ以外にも附属して対比を強めている特徴も加わる。しかし最も重要なのは前者である。
母音は3.1でみたようにまず長短母音は量によって対立している。この場合/a,a:/以外
では短母音ではやや広く，長母音ではやや狭く実現されるが，これは附属的特徴とされ
る。各母音はそれぞれ調音の位置と開きに，円唇相関が組合わされて対立している。前
舌母音のみ張唇（又は非円唇)/ie/と円唇/ii6/と対立しているが，後舌母音は円唇
のみで直接このような対立はないように思われる。しかし／ロ6／では円唇と同時に調音
位置も少し後退するなどから考えて，これらはむしろ組合わされて，大体次のような図式
で示される体系をなしていると思われる。これをα''gjsj"W-d''g'〃αssi9,(TRuBETzKoY)
‐"''gj〃'"'9(BRANDENsTEIN)とか3+3+1(HocKETT)体系などと称することがで
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から有声・無声ないし軟硬調音がここでの示差的特徴となっている。このいずれかはし
かしながらきめがたい。即ちDuDENでは/bdg/は完全有声"0"s"”"､加宛と規定さ
れているが，これは理想にすぎず，ドイツ語の有声破裂音の有声度が低いことは諸家が
一致して指摘している。WANGLERは南ドイツ方言では母音間でさえも，しばしばこれ
らの音が無声であると報じている。もち論この例は一方の極端であるが，一般的にみても
南ドイツ方言の話手では語頭のbdgの無声化の傾向が強い。周知のようにこの有声破
裂音は語末には現われない。ここに現われる/ptk/の或るものを形態論と関連させて
/bdg/の音素の異音とする研究者もあるが，これらは[p"t"k"]として実現されるこ
ともあり（標準発音はそのように規定している）音素としては/ptk/と解する方がい
い。但し正書法の-bが-pと絶えず何らかの対立ないし対比を示し，いつも区別して
発音される方言や個人ではそのような分析は可能であろう。私の報告者や一般の発音で
はそのようなことはない。しかし[1]などの前では(b)とも(p]ともきめ難いような
。
音が現われる｡neblig〔'ne:blI9,'ne:い,'ne:pl理〕lieblich〔'1i:plI9,'1i:111,〕などが
報告者できかれたが,DuDENによれば後者は['li:pml'g)とすべきである。ここでは前
者は/b/,後者は/p/と解釈するが，それは/+/の介在を考慮している。もち論絶え
ず[p]又は[!]が区別なくここで発音されれば対立はいわば中和されることになろう。
WANGLERの['knosbe,!bi:lan)のような引用例でもわかるように,[s,I)の後の位
置でもこのような対立が弱いか全くなくなる。これら中間的な音はしかし，どちらにで
も評価されるとすれば正書法などに従って便利な方をとることができる。
この両群の破裂音の対立が最も明確なのはアクセントのある母音の前の語頭と，多分
母音間であろう。しかしこの後者の場合では先立つ母音の量が充分に影響する。一般に
有声音の前では長母音と二重母音がたち，無声音の前では短母音がたつ。この対立の示
差的特徴は無声化した場合にも軟調音にとどまるという点を考慮して硬軟調音を第一次
的のものとしたいが，摩擦音などの場合を考えると有声・無声の対立も平行して重要で
あるので，結局両者の組合わせと解するのが一番妥当である。
4.2.2摩擦音では両唇音はないので/pbfv/などを唇音として他に対立するものとし
てもいいが,/fv/を歯唇音とする。他に歯茎音/s/と歯茎（硬）口蓋音ともされる／§／
それに口蓋音/x/がある。この/x/は異音として硬軟両口蓋音[9],(x)をもつから
ただ単に口蓋音としなくてはならない。これらに/vzj/が有声をもって対立する。／§／
にはこのような対が本来のドイツ語音素としてはない。最後の/j/は/x/と一部しか
重ならないが口蓋有声音としてほぼ平行したものと解される。BRANDENsTEINも/j/と
/x/は一元的に対立していると解釈する。
/s/は/z/とこのような一元欠如的対立をなすが，更に／§／とも一元的に対立する。
BRANDENsTEINは共通の比較の基盤として歯間操音子音〃sc"-,A"〃αseZα"メであるこ
とを指摘している。しかし両音素を区別する示差的特徴は簡単にきめられない。FoRcH-
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HAMMERによると[s)音では呼気の流れが尖っていて薄く，空腔も小さいが[I)では
呼気の流れが広く豊かで空腔も大きい。従って両音は調音器官による区分はできないの
で特別な方法が必要だとしている。ここで前者を鋭どく，尖ったSc加城幼"z後者を
豊かで，広い〃o",6〃〃歯間燥音子音と定義している。
私はさきに(I]を歯茎口蓋音として分類したが，これはPIKEやDuDENなどの主な
る調音点を基準にした分類に従っている。[s)は同様歯（茎）音とされてし､る。又v・
EssEN1962で[s)は歯茎前舌面の調音が主なる特徴とされている。他方[I]は歯茎と
舌尖α〃“〃γ-〃0”"αJで調音されるものとなっている。従って調音点歯茎α/"eo/αγは
共通するから両音は無声歯茎摩擦音としてまとめられる。しかし両音の示差的特徴は前
舌面と舌尖という調音器官の相違でのみ説明できるかどうか，もっと詳しく調音運動を
比較してみなければならない。
両音ともまず前歯が近づけられ口蓋帆が上げられる。しかし〔!〕では「舌の前端が上
歯茎に向って持ち上り，舌尖と歯茎の間に狭いすき間が残り，そのすぐ後部には舌面の
前部が落込んでくぼみが出来る。その場合注意深い調音では唇が突出され円められる。
歯茎と舌尖間のすき間を通過し，歯に向って唇と歯の間の小腔を通って流れる呼気が騒
音を発生する｡」他方(s]では「下歯の内側に向って舌尖がよりかかり，舌面の前部が
硬口蓋前部に向ってそり上り溝が中央に形成される。舌尖のすぐ後では平鍋のような小
さなくぼみができる。呼気は舌面と口蓋の間に生じた溝を通って線条のように歯の端に
向けられる。」以上がv.EssEN1962の説明である。両音は結局呼気が歯に向っていわ
ば吹きつけられる点では共通しているが，その呼気の流れ方，ないし形に相異があると
推定される。その相違は恐らく通過する空腔に原因するであろう。舌尖と歯茎（及び舌
面と硬口蓋前部）で形成された空腔から吹きつけられる呼気は〔!〕を，前舌面と硬口蓋
前部で形成された細い空腔を通る呼気は(s]を生ずると思われる。ここで呼気の流れは
〔！〕では広がりがあり,[s]では細いと推定される。
これは，やはりFoRcHHAMMERの説明を裏書きしている。即ち両音の相違は調音点な
どでは明確に説明できない。更に(I)は舌面で,[s)は舌尖で調音されることもある。
音素の示差的特徴として/s/を「鋭い」／も/を｢鈍い｣(摩擦歯音)とするのが適当である。
4.2.3/bc/はそれぞれ/p/又は/f/,/t/又は/s/と共通点が多いが,βとpで
V
は摩擦開放音を従えるか否か,pとfでは閉鎖調音が伴なうかどうかで対立していると
考えられる。/c/についてもほぼ同じことが当てはまる。この場合にTRuBETzKoYは
後者をとって近接相関A""""""9s"oγγ"α"｡”と称しているようである。私も/f/
の主たる調音点を歯唇ととればこの解釈が適当と考える。
/mn9/は鼻音調音で共通して，調音点で対立している。/bdg/は破裂音である
が，これらと鼻音調音でのみ一元的に対立していると解釈される。
/lr/は流音という調音方法で他の子音と対立し，両者は更に側音か否かで対立してい
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る。ここでは今まで見てきたような調音点の対立はない。/r/は[r],[[],[R),(u)
などの異音をもつので震音として定義することは音韻論的に適当でない。そこで/1/を
もとにしてこれを側音とし，これに対する/r/を非側音とする。これはTRuBETzKoYに
従ったものである。
/h/は唯一の声門子音で他のすべての非声門子音に対している。他の子音がかかわる
一切の相関にかわることはなく，少くともそれらの対比は音韻論上意味がない。
以上の子音の対立関係をTRuBETzKoYに従って図式化すると，大体次のようになる
が，これははなはだ暗示的である｡8)v.EssEN1962も指摘するように縦の行は一元欠
如的対立関係を，又横の行は比例的がO加γ"olz"Jな関係を示している。私が加えた音
素には*を附してある。
シ
*jvz*(z)
xfsg *h
丁
ptkpc
bdg
mnpl*l*r
4．3各音素を示差的特徴に従って以~ドに定義する。なお，母音については/a:/以外
の長母音は省略する。
4．3．1母音音素：
/a/(平舌広短母音)(〃αc〃γ),6''""γ，伽だ〃yo〃αﾉ．
/a:/(平舌）広長母音（〃αc舵γ),"e"",ノα"9",Vo"J.
/e/非円唇前舌中広母音〃"9〃""〃＃gγ,"''d"","〃〃"Vo〃αﾉ．
/i/非円唇前舌狭母音〃"ggγ""α〃〃，〃0畑gγ",e"9"V.
/o/円唇奥舌半広母音ggγ""伽彪γ,"""","z〃""V.
/u/円唇奥舌狭母音9〃""〃"γ，〃"""",e"9"V.
／6／円唇前舌半広母音geγ""〃”γ，〃0γ伽''9γ，沈""〃V.
/u/円唇前舌狭母音ggγ""〃"",Zﾉ0γ"el'e",e"9"V.
/ai//a/から/i/に閉じる（非円唇）二重母音〃o"/a/"""/i/sc""eβg"〃γ
D妙蹴加"9(""gγ""〃t).
/au//a/から/u/に閉じる（円唇）二重母音〃0"/a/""c"/u/sc""eβg"〃γ
D幼膨加"9("#R"""""9)･
/oi//o/から/i/に閉じる（円唇）二重母音〃0"/o/""c"/i/sc""eβe"此γ
D幼師加"(9gγ""〃ｵ).
／9／中立（短）母音”g"かzzJgγVひ"ノ（た@"'z).
4．3．2子音音素：
/p/両唇無声硬破裂音〃α廓aJ",s"w@zzJosel',胸γｵ"(Foγ拙-)E"Josi"Jα"ｵ．
’
’
9）
9）
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/b/両唇有声軟破裂音〃α虎aZel',s""z沈"α"","e允加γ(〃"is-)E幼ﾉos"Jα"＃．
/t/歯茎無声硬破裂音αﾉ"eo""",s""z"@Jos",〃γ'"(F""s-)E"Josj"Jα"ｵ．
/d/歯茎有声軟破裂音αZ"eo""",s""""加冗e",z""c"〃(Le"s-)E"Iosjzﾉ〃〃．
/k/口蓋無声硬破裂音〃がγαI",s""z"zﾉOSe",〃αγｵ〃(Fo""s-)E幼ﾉosj"Jα"ｵ．
/g/口蓋有声軟破裂音9"""ﾉ",s"""""α/1e",z""c〃γ(Le"s-)E"Josj"Jα"ｵ.9)
/f/歯唇無声摩擦音伽""ﾉα〃αJ〃,s"""@Jos"Re泌副α"ｵ．
/v/歯唇有声摩擦音〃"＃"α〃αJ〃,s"wzw@加方gγ馳泌〃α"＃．
/s/鋭い無声摩擦歯音〃"舷I〃,Sp"z",s"wz"zJos"Re泌"α"ｵ．
/z/鋭い有声摩擦歯音〃"ｵαﾉ",Sp"z",s#""wz"αが"Re泌部α"j、
/s/鈍い無声摩擦歯音〃"ｵaJ","e"",s""""Jos"R"6e/α"Z．
/x/口蓋無声摩擦音“"〃J",s""""Zose",Re泌鍬α"＃．
/j/口蓋有声摩擦音（硬口蓋)9""mJ",s"""""α〃gγ他泌〃α〃(paIaｵαJ).
諺
/p/歯唇無声破擦音〃"〃α魔α/e,S""zwzIoseAがｼ'j加加．
/c/歯茎無声破擦音αJ〃goﾉα"e,s""@w@/oseAf/ﾂ'銃α"．
/m/両唇鼻音6"α〃〃〃""s"J.
/n/歯茎鼻音αZzﾉ90Jα”γN"s"J.
/9/口蓋鼻音“"''"/”Ⅳ"s"J.
/1/側音流音Jaj”αJe〃q"".
/r/非側音流音〃jc""αjeγαJg〃“畑α、
/h/声門（気）音9ﾉo"αJe"(H""c")/α"ﾒ．
5音素の分布
5．1音節の一般型：ドイツ語の音節は音節主音となる流音や鼻音を単独の音素とした
り，二重母音や長母音を音素複合として解釈したりしない限り，音韻論的にみて単一の母
音音素を主音としている。この主音の前後にたつ音素はすべて子音音素であるが，それ
ぞれ頭音，末音などと称される。頭音としてはl～3，末音としては1～4（5）の子
音音素が現われる。頭音も末音もない音節は母音のみで構成される。Ei,-e・頭音がない
音節は母音ではじまる。ein,aus,euch,in,um,-en.末音がない場合は母音で終る。
Kuh,ja,lau,be-.二音節以上の形式では音節の結合部に中間子音が現われる。ドイツ
語ではこのような形式で，しばしば音節の境界が不明確になる。前の音節の末音として
も又後の音節の頭音としても働らくような中間子音では，その所属を明確には解釈でき
ない。nennen/nenen/の中間の/n/はそのような中間音の例である。便宜的に次のよ
うに表わされる｡/ne(n)-(n)en/又は/ne(n)en/.後者がより実用的である｡10)このよ
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うな幾つかの例を示す。Himmel/hi(m)el/,inning/i(n)ix/,backen/ba(k)en/,
Lippe/li(p)e/etc・中間音としてはl～4の子音が現われるが，この場合一般に体系的
にみて音節の境界は明確である。もち論いずれともきめられない場合もある。
音声的な休止や／＋／をはさむ音素連続では以上でのべた頭音と末音がこの後と前に続
きうる。どちらか一方を欠くか，両方を欠くこともある。後者の場合は母音が続くが，
音声学的には〔，〕が現われる。geheaus/ge:eaus/[ge:e'aus),Beamte/ba+amte/
[be''amte).
5．2母音の分布：すべての母音は音節主音としてのみ現われるが（実はそのような音
素を母音と定義している）その分布は3群に分けられる。11）
1．は短母音で，これらはスペース又は／＋／の前に現われない。いいかえれば語末に
はたたない。アクセントが加わることも，加わらないこともある。
2．は長母音で，スペースや／＋／の前に自由に分布し，即ち語末にも現われ，アクセ
ントは加わることも加わらないこともある。
3.は2のようにスペースや／＋／の前に自由に分布するが，常にアクセントが加わら
ない/a/である。
1の例外は一音節の語では恐らくnaだけであろう。MouLToNはtjaもあげている
がこれは長いこともある。しかし二音節以上の外来語ないしはこれに準ずる形式では語
末に短母音がしばしば現われる。この場合標準発音では狭い異音が規定されている。
desto,etwa;Auto,Foto,Juli,Juni,Konto,Opa;Otto,Idaetc、これ以外に間投
詞的に用いられたjaではしばしば短いaが聞かれる。
母音音素は／＋／を介さなくては連続しない原則であるが/e/及び－ig,-isch,-ung
などの母音とはいつも〔，〕なしに，つまり／＋／なしに接続する。ruhig/'ru:ix/,
-trauisch/-traui:/,Bejahung/be+'ja:u9/,Stauung/'stauuP/･しかし音節の主音と
してはこのような連続は許されないから，次のように別々の音節を形成すると解釈する。
擬声音語などの特殊な母音連続もそれぞれ音節を形成するものとみなされる｡/'ru:-ix/,
/-trau-iS/,iahen/i:-a:-en/,miauen/mi-au-an/.しかし最後の例などでは早い発話
でiがjに代置されることもあろう。とすれば音節は二つになる。
5．3子音の前後の母音：子音のあるものは母音の前後にたつ場合に分布制限を受け
る。/j/を除けば前の母音が重用である。/j/だけはこの音素の音声的特徴上/i/の前に
現われない｡/6,ai,oi/の前でも分布しないが，これには必然的理由はないと思われる。
/bdg/は一般に長母音，二重母音の後に分布し，短母音の後に現われるのは低ドイ
ツ方言由来の形式に限られるolieben,reden,liegen;ebben,robben,Stubben,
Bodden,Kladde,Roggen.
/v/は母音の中間に現われることは少いが，その場合は長母音の後に限られる。これ
は/z/でも同様であるが，ここでは二重母音の後でも分布している｡L6we,M6we,
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hieven;Rasen,reisen,Rosejsausen,Mauseetc.
／§／は原則として短母音と二重母音の後に分布するが，例外もある。rasch,16schen,
Busch,Rausch,heischen,keusch;Riische/rii:59/.
…
/p/は短母音の後に分布する。Kopf,Topf,Napf,hiipfenetc.
/c/も多くは短母音と二重母音の後に分布するが，例外もある。Satz,Blitz,reizen,
Weizen;F16z/fl6:c/.
／9／は短母音の後にのみ分布する。gelungen,hangen,singen,bang,Ding,Klang.
/r/は長母音と短母音，それに中立母音/e/の後に分布するが，二重母音の後には分
布しない。Haar,Uhr,Herr,wirr,Zimmeretc.
いうまでもなく以上のうち／9／を除いた，他の子音は長母音や二重母音の前でなら分
布は制限されない。
一般に子音結合は長母音や二重母音の後では分布が制限される。二子音結合では末音
が－t,-sのものや三子音結合では末音が一Stのものでは制限は大きくない。しかし四子
音結合の前では制限は大きく，長い母音はまず例外的といえよう。もち論三子音結合以
諺V
下であっても/9sp/などを初音に含んでいるものでは，同様長い母音の後での分布は
みられない。このようにみれば子音結合の前では短母音が最も広く分布する母音音素で
あることがわかる。四子音結合の前の長い母音は(du)peitschst,(du)feilschst,(du)
latschst位であろう。
／9／は/tsmnlr/の前にしか分布しないが恐らく/h(j)/を除くすべての子音
の後にたちうる。
他に/sx9,jh/などの一般的制限は次節に記す。
●ぜ
5．4子音の分布：発話の初頭に現われるのは/ptkbdgpcfsvzjmnlrh/(18)
である。/sx9/はここで現われない｡12)しかし音節の頭音としてなら前の二音素は現わ
れる｡Marchen/'me:r+xen/,Biicher/bii:-xar/,rei&en/rai-sen/,Fliisse/flii(s)e/etc.
シ シ
発話の末尾に現われるのは/ptkpcfssxmnOlr/(14)で/bdgvzjh/
（7）はここでは現われない。ユ3）しかし音節の末音としてなら/bdgvz/は分布す
る。ordnen/ord-nen/,Wandlung/vand-luP/,Regler/re:g-lar/.
／＋／やスペー スを介さないで母音間に分布する子音音素は/hj/以外の全部であるが，
これらも例外的な語や個人や方言などに分布している。Ahorn,Uhu,Boje,Kajiite;
gehen/ge:en/を/ge:hen/とする個人は割に多い。
一般的な子音の結合の型は発話の（同時に語や形態素とも大体一致するが）初頭では，
喚音子音と楽音子音，末尾ではこの逆順の結合である。’4）初頭では三子音までである
が，末尾では4（5）まで可能で，末尾の場合末音に－S,-t,-stをもつものが多く，
四子音結合では－st,-tsの末音をもつもののみがみられる。この前の二子音は大体二子
音結合として分布するものである。
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pl-,bl-,pr-,br-,kl-,kr-,kn-,fl-,51-,etc.；§p－，§t-ikv-,&v-,cv-;
§pl-,6pr-,&tr-,etc.
-lp,-rp,-mp,-lt,-rt,-nt,-Is,-rs,-1§…;-pt,-ps,-kt,-ks,-st,-ct,…；
-lm,-1n,-rl,-rn,-rm…;-1pt,-rkt,-rSt,-1ps,-mps,-rks,…;-lpst,-rnst,
-lfst,-rkts,-Dkts,etc.
中間子音結合は末尾の型のものかこれに平行する－lb-,-mb-,-nz-,--1z-,ld－など
が現われるが，他に末尾型結合と鼻音，流音の結合する型が独特なものとしてみられる。
-bn-ebnen,-gn-regnen,-xn-rechnen,-kn-trocknen,-tm-atmenetc．（注
を参照）。ユ5）
6各音素の異音'6）
6．1母音：6.1.1短母音：
/a/(a),[q]acht(axt,qxt].やや前の方で調音される明るい音色の[a)が普
通である。しかし方言や個人によっては，やや後の方で調音される暗い音色の[q]が現
われる。両音は大体自由変異音とされる。DuDEN,SIEBsではこの区別は規定されてい
ない。
/e/[e)Held,ha1t[helt]．広いe音が現われるのが普通であるが，早いルー ズな調
音などではアクセントのない位置では/e/に代置されることがある。ver-,er-[fer-,
tser-/fer-,tser-].
/i/[1]Bitte(blte).広いi音が現れる。
/o/[o)Kopf[kopf].広いo音が現われる。
/u/(u)Mutter[mutar).広いU音が現われる。
なお邦人は一般に円唇のu音をもたないので充分注意して習得しなくてはならない。
/6/[")H611e(h"le].広い6音が現われる。
/u/(Y)Hatte(hYt9).広いii音が現われる。以上二つの円唇前舌母音は一般には
張唇のものより幾分調音位置が後退する。邦人は前者を/e/で後者を/ju/で代置しが
ちであるがH611e/helle｣Pjung/j伽gerなどの音韻論的対立を損うから充分注意しなく
てはならない。この点発音を示すためのカナ標記ははなはだしく不適当である。
以上の短母音に/a/を除き狭い異音が，外来語複合語などの主要アクセントのない
位置に現われる。前置詞のような語にもみられることがある。DuDENの記述によっても
これらの音は口語発音では広い異音と自由変異関係にあると推定される。lebendig,
Hollunder,vielleicht,wieviel,Union,zum,m6blieren,Hypothese;なおAuto,
Saldoetc・参照。
又短母音について邦人は国語に同化した，はなはだ目立つ音素の代置傾向を示すがさ
けるよう充分気をつけなくてはならない。それはbacken,ichなどでつまる音(/Q/)
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､nennen,kommenなどではねる音(/N/)を加えてそれぞれの子音を長く発音する
傾向である。ここでは短母音音素が/aQ/､/eN/でおきかえられているということに
なる。
6.1.2長母音：
/a:/(q:],(a:]・haben[hq:ben,ha:ban].普通前者が現われるが方言や個人に
よっては後者も自由に変異しうる。ハンブルクなどでは前者が普通とされている。標準
発音ではこの区別を規定していない。
/e:/[e:]leben(le:ben)狭いe音が現われるのが普通。しかし広いe音[e)が嵐，
や鋤の正書法の綴りのため，しばしば公式的な，ないしは意識的な発音で聞かれる。
後者は/e:/の様式的な異音と解した方がいい。Seele[ze:le],Sale(ze:le,ze:le).
/i:/[i:]bieten(bi:ten).狭いi音が現われるが，この母音は口の開きは最も狭
いol7)
/o:/(o:]loben(1o:ben)．狭いo音が現われる。
/u:/[u:]Hut(加:t)．狭いu音が現われる。この母音の円唇は短かいu音と同様
注意を要する。
/6:/[｡:)h6ren(h｡:ren).狭い6音が現われる。
/u:/(y:)HUte[hy:ta]．狭い箇音が現われる。これら両音については短母音につ
いてと同様円唇が重要である。
a音を除いて，それぞれの狭い異音と広い異音は長さ／：／に結合する条件異音と解釈
できる。
6.1.3二重母音：
/ai/(al],[ae]Reis(rals,raes).[a]から[i]に向って調音点が前方に移動
すると同時に閉じる二重母音であるが，主音は[a)でいわゆる下降二重母音とされる。
しばしば副音が[e]で実現されるが両音は自由に変異する。方言によってはこの副音が
(i)に近くなるものがある。
/au/(au),[ao]Maus(maus,maos].同様下降二重母音。調音運動に円唇が加
わる。しばしば副音が[o)となる。両音は自由に変異する。
以上の二つをカナ標記で「アオ，アエ」などとするのは余り適当でない。「アウ，ア
イ」の方が適している。
/oi/[oy),("]Leute[loYte,lodte)・同様下降二重母音であるが,/o/から/i/
に向う調音は[o]で開始され(Y]ないし〔の〕の円唇前舌母音で終る。この両音は自由
に変異する。
6.1.4/a/[9)Leute[loYta]・非円唇ないし弛唇の中舌母音で常に短かい。アクセ
ントのない(e)や[e)の（或いは他の母音の）代りに現われることもある｡
●
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この母音は流音や鼻音と結合されると，（アクセントはいつもない）音節主音となる子
音として実現されることがある。/em,en,91,9r/は語末や子音の前では[em,en,
el,er]か[m,n,1,r)として実現される。後に母音が続く場合は，しばしば/e/は
I｜’｜
脱落するが音節主音となる子音は現われない。これらは一応条件付の自由変異と評価さ
れよう｡
/en/は更に他の子音に同化して[m,91となったり，長い子音[n:]などが現われ
｜’
たりするが，これらは場合によっては音素の代置と解釈しなくてはならない。
/er/は更に[e]として現われ，又時に(e]となって実現されるがこれについては
/r/の項で記載する。
又be－やge－などの形式でも/a/が早い発話などで脱落する。
leben/le:ben/[le:ban"le:bn,le:bm],sinken/zi9ken/[zIDken,zlDkn,zlDk9],
Sinnen/zinen/[zlnen,zm:],Wandel/vandel/[vandel,vandl];Wanelung
/vandeluP/Wandlung/vandluP/,gefangen/ge+faPen/,/g+fapan/.
6．1．5以上の母音音素のうち/e/を除くすべては初頭位置（発話，語，形態素を含め
て）では〔'〕を伴なって実現される。但しこの〔，〕は早いかルーズな発話で現われな
いこともある。['a]と[a]などは従って条件付の自由変異音となる。aus/aus/['auS),
beenden/be+enden/[be''enden].
6．2子音：6．2．1破裂音：
/p/[p"],[p]Pein[p"am),abfahren(''apfq:ren).
/t/[t"],[t]Teich[thall],liebt[li:pt].
/k/[k"],[k]Karten[k"arten),Fuchs(fuks].
この変異ないし異音関係については3．2．1を参照。
なおDuDENflSIEBsが規定するabwischen(''ap"vlIen]､gibt[glp"t"]はまれ
にしか聞かれないとWANGLERは報告している。この音の習得には従って余り帯気音に
こだわる必要はない。それに国語でも或程度の帯気音が存在する。
なお明確な発音（多分誇大発音と称していいが）では末尾の/t/が[ts]に近く現わ
れる。私の報告者でもしばしば観察した。
/b/[b],(b]Bein[bam],neblig[ne:bll9].
。 。
/d/(d],[dldein[dam],Radler[ro:dler).
0
． 。
◎
/g/[g],[g)Garten[garten],regnen[re:gnen].
無声異音は早い或いはルーズな発話で子音（喋音子音の前では現われないから/m,n,
1,r/などを指す）の前で多く現われるが，方言や個人によっては絶えずこの異音のみが
ここに現われ更に語頭や母音間でも現われることがある。又/ptk/との対立がない方
言もあることが報じられている。
◎
報告者ではLaken/lagenの発音において[la:khen)/[10:gen,10:gen)がきかれた。
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即ち有声の[g]は可成り努力しなければならないかのようであった。又ハンブルクで
◎ O
Joghurt,Signal[jo:gurt,jo:kurt,zigno:1,ziknq:1]のような発音にはしばしば接し
た。
これら両異音は一般の発音の場合，条件付自由異音とみなされる。
最後の/g/を邦人はよく語中や/n/の前で/9/に代置する。いわゆる最少対立はま
れであるがlagen/langen,Wagen/Wangenなどで誤解に通じるから注意しなくてはな
らない。私は報告者でもAgnusDeiの発音でこのような代置をきいたが一般に無声化
の傾向の方が強い。
6．2．2摩擦音：
/f/[f)fein[fam]・邦人は〔の〕による代置をしないように注意しなくてはならな
い。
/s/(s]rei6en[raIsen).
/S/[I]Schein(Iam).北ドイツ方言では語頭の/p,t/の前で/s/に代置される。
/x/[x),[9)Bach[bax],ich[I9).3.2．2でみた通り代表的条件異音であ
る。前者は/aouau/の後にのみ現われ，後者はそれ以外の場合に現われる。形態素
-chenと外来語Chemieなどにもこの(c]が現われるが，外来語では/k/で代置され
ることもよくある。Chemie/ke'mi:/.
語末の[x)はしばしば強い発音で〔良〕をきくことがある。報告者で数回観察しえ
た。なお[x)を/e/などの前で[,]とする邦人の代置は注意しなくてはならない。
/v/[v)Wein[vam)・方言などでは両唇で調音されると報告されている。又vで
綴られる外来語の/v/はしばしば/f/に代置される。Vulkan/vul'ka:n,ful-/,
evangelisch/evaP'ge:liS,efa9-/etc.
邦人はこの音素を国語の音韻体系への同化から/wub/などで代置しがちであるが，
特に/b/での代置は音韻論上注意しなくてはならない。次のような最小対立は無効とな
るからである。Bann/wann,Bahn/Wahn,bar/war,Bein/Wein,Bissen/wissen,
billig/willig,Bohnen/wohnen,binden/winden,Bund/wundetc.MARTENsは歯唇
で調音しても破裂音のように発音するとBein/Weinの区別がつきにくいことを指摘し
ている。示差的特徴を二つまで変えるような代置は混乱を招く。
/z/[z]Sonne[zone].南ドイツ方言などにはこの音素がなく/s/で代置される。
BRANDENsTEIN,FoRcHHAMMERにも報告されている｡
邦人はザ行の子音が初頭にあると[dz]を発音するので，この位置の[z]はなかなか
困難なことを服部も指摘しているが，音韻論上は/v/の/b/による代置ほど危険では
ない。しかしはなはだ目立つし誤解に通じやすい。これに反してiの前では[d5]がよ
く代置されSiesind…を[zi:zlnt…〕の代りに[d5i:d5mt)とするのは以上の場合よ
乎
り重大である。例えば外来語を含めるとSinn/zin/とGin/dzin/のように示差的に対
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立することもあるのでさけるべきである。
/j/[j]Junge(juDe).[j]が広く調音され母音化する例が報じられているが，ルー
ズな発話での例である。['juDe]の代りに[e'uDge]WANGLER./g/の代りに/j/が
専ら現われる方言がある。
以上の三つの有声摩擦音は無声燥音子音で終る形式に続く場合に，口語ではしばしば
無声化する。absagen/ap+za:gen/['apzq:gen,'apsq:gen],wegjagen['vek9q:gen)
◎
WANGLER.厳密にいえば音素の代置とも考えられる。
6．2．3破擦音：
諺
/p/(pf]Pfanne(pfane).[p]に帯気音が現われることはない。/f/に代置される
シ
方言がある。このような方言では/p/と/f/の音韻論的対立はない。
/c/[ts]Zahn(tso:n]・同様[t]に帯気音が現われることはない。/nc/などでcがs
に代置されることがある。又語頭の/c/も(s)或いは[e)に近い音で発音されるのを
観察したが，このような個人はいるらしい。/ei/の前の/c/を/ts/に代えて,Abc
/q:be:'ce:/を／…'tge:/[…tIe:],ziehen/ci:en/を/tSi:en/[tli:en)としたりする邦
人の代置傾向ははなはだ目立つ。
6.2.4鼻子音：
/m/[m]mein[mam].Kampf,Senfなどで同化によって歯唇で調音される、音
が現われることがあるが，後者では音素の代置がみられる。
/n/[n)nein(nam].
/9/[9)singen[zlDen].この音素の代りに絶えず/ng/か/nk/を代置する方言
や個人もある。外来語の語中の-ng-の綴りは絶えず[9g)(音素としても同じ）が標
準発音では規定されている。Singular[zlDgu'lq:r],Pinguin(plDgu'i:n]etc.
6．2．5流音：
/l/[l)leiten[lalten).
/r/[r],[R]Rose[ro:ze,Ro:ze]、この両音は3.2.6でふれたように自由変異
音である。調音点の相異は割と大きいが聴覚的には非常によく似た音である。18)今日ハ
ンブルクでは大体60才位以上の人は[r]を，それ以下の若い世代は[R]を専ら発音し
ているようである。WANGLERは今日[r)を発音すると特に若い人の間では目立って古
くさい印象を与えると報告している。しかし全体としてみれば[r)が全く聞かれないわ
けではないし，方言によっては発音されるしSIEBsはやはり[r]を推す。又声楽では
[r)が好まれるらしい。結局MARTENsのいうように発音しやすい方をえらぶといい。
従って両音はあえていえば地方的ないし年令的スタイルを現わす様式的な異音とされよ
う。邦人もいずれの異音をえらんでもいいわけで[R)の方が今日の西ドイツでより多く
聞かれるという理由でこれにこだわる必要はない。
[R)は語末でしばしば無声化するが〔週〕に退化すると[x]との区別がつきにくい。
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このような発音しかできない個人が時々 いる。Ort,kurzは[oxt,kuxts]に近く聞え
る。このような話者ではArt/acht,dort/Dochtなどの対立は弱い。一方[r]は歯茎に
一度しかふれない弾音に退化するが，この音は国語のラ行子音（母音間で）に近い音と
されている。
これら両自由異音と条件付の自由異変関係にたつ異音がある。それは
[e]で，これは絶えず母音の後にのみ現われ上述の異音と自由変異しうる。しかし口
語発音ではこの位置の/r/は専らこれに限られるからむしろ条件異音とも解されよう。
Rose[r-,Ro:z9),Uhr('u:r,'u:R,'u:E),Zimmer[tsImer,-R,tsImee,tsIme,
tsIme).最後の2例は音素代置の例であろう。[tsIme)は[3]の脱落とも解される。又
この[E)が消失する代りに前のa音が長くなる例が報告されている。Barmbek[bq:･n-
bek],Garten[gq:.ten)(WANGLER).
なお邦人がこれら二流音音素を音韻論的に区別できず，しばしば国語の音素/r/で両
方を代置する傾向は有名であるが絶対にさけなくてはならない。最小対立の例を以下に
示すo
Rand/Land,Rast/Last,recken/lecken,regieren/legieren,Rektor/Lektor,
Rippe/Lippe,rutschen/lutschen,Frucht/Flucht,hart/halt,Gras/Glas,spiiren/
spiilen,warten/waltenetc.
6.2.6気音:/h/[h]Hof[ho:f)．早いか，ルー ズな発話などで有声音間の[h]が
有声になったり又他の場合で脱落することがある。Bahnhof,Musikhalle[bq:n"o:f,
bqno:f,muzi:kal9].
邦人はiの前で〔9〕を発音したりuの前で〔の〕を発音したりする傾向がある。そ
れぞれ/x,f/の音素との混同を招くので注意しなくてはならない。hier/China,Hund/
Fundetc.
7強勢と音調
7．1強勢：ドイツ語は二音節以上の形式ではそれぞれの音節は強勢の点でも対比して
おり，通常このうちの一音節のアクセントが最も大きい。多音節の形式では，可能性とし
てはこのアクセントに無数の段階が考えられる。Ausspracheではaus,spra,cheの順
であろう。しかしGerhardt-Hauptmann-PlatzでHauptは一番強いが,PlatzとGer-
とではどちらがより強いか決めがたい。Gerhardt,Haupt印annは全体としてGerhardt
Hauptmannにまとめられる｡一般にドイツ語のアクセントはアクセント単位の直接構成
成分間でのみ明確であるように思われる。Gerhardt-Hauptmann-PlatzではGerhardt-
HauptmannとPlatzが直接の構成成分となり，ここで前者のアクセントが全体をまと
めている。
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HieristeinBleistift､でもしeinが最も強く発音されれば，まずそれは6inBleistift
のように前者が強い型のアクセントをとり，更に全体としては後者が強い型のアクセン
トにまとめられていると解釈される。ここで各単位の可能なアクセントを考えてみると
次のようになる。Bleistift;einBl6istift/einBleistift;hierist/hierist;hierist
einBleistift(、ノ/ノ、).従って高度の単位･では次第に弱いアクセントは対比の直接の対
象ではなくなって行く。ところでアクセントは，このように単位の直接構成要素間の対
比によって表わされるが，この要素が三つ或いはそれ以上のときもある。この場合は
、
一つの強いアクセントが他のほぼ同じに弱い幾つかの成分に対比される。Abc[q:be:
tse:],uKW[tl:ka:v6:],schwarzr6tg61detc.これらが更に大きな単位に加わると
ノ、 ノ ノ
通常一つの強いアクセントが他に対比される｡Abc-Schiitze,UKW-Sender(Schlitze,
Sender).三音節以上の形態素や外来語でもこのような対比が現われる。H611inder,
F6relle,Akademietc.もち論この場合弱いものにも段階は現われうるが対比の作用は
ほとんどない。
本来のドイツ語では次のように大体次第にまとめられて行くものとされよう。einig,
vereinigen,Vereinigilngetc.
一般的にみてこの対比には〔ノ、〕〔、ノ〕の二極の型がある。前者は普通の二音節の
形態素や普通の合成語，語群では特に前の要素が強調された場合に，後者は外来語や派
生語，それに普通の語群に現われる｡Gabe,'Amb6&,'Arbeit,Hebel,lesen,
ノ
wandeln;abfahren,S6nntag,Reichttlm,'Einheitlich-keit;einFlil&,sch6ne
ノ ヘ
Frau/sttldieren,Sttldent;beg6hen,Gebaude;schOneFrau,Th6masMann,
、
Unsernh6rrn,Liebfrduen(milch)etc.
この二つの型は大体相補的に分布するが語群では音韻論上，示差的ともみられる。他方
、
次のような例では両者はいわば自由変異で分布するといえよう。unerfUllbar(1in-fUll-,
ノ
tln-fiill-),Passiv(¥/4).
しかしいわゆる分離または非分離の動詞といわゆる一群の複合動詞ではこの二型のア
ノ 、
クセントは示差的である。pbersetzen/iibers6tzen,1imlaufen/tlml加fenetc.又
bllitarm(sehrarm)とされているがむしろこの場合は後者の型のアクセントが現われ
ると解する方がいい。とすればこれらの形式でも両アクセント型は示差的であるo
bllitarm/bltltarm,steinreich/steinreichetc.
この構成要素が明確であれば，これらのいずれかにアクセント記号をつけるだけで充
分である。／'曲:ber+zecen,ii:ber+'zecen/etc.
他方これらの対立がないような形式でも，例えば/'arbait/などでも*/arbait/とす
ると意味を取違えなくても誤解されやすい。即ちこのような形式のアクセントは直接示
差的でなくても分節音素の特徴を強める背景として重要であるので，いつもアクセント
が現われない／9／を除いて二音節以上あるような形式では，この意味でアクセントが表
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わされなくてはならない。私はこれを母音の下の,,。‘‘で示し／'／があるときはこれを省
略することにしている。/ii:ber+'zecuDs+proble:m/,/ger+hart'haupt+manplac/.
ーL● エ
文などで，以上は論じられない複雑な場合も，もち論あろう。
7．2音調：イントネーションで音韻論上，最も重要なのは発話ないし文の末尾におい
てである。v・EssEN1964はドイツ語の音調を分析した結果，大体次のような三つの示差
的な音調素とでもいうべきものを抽出した。即ち1.非終止的ないし継続的力”〃g"e"ｵ．
2．疑問的j"#e〃ひ9α""’3．終止的オ""z"z"Jである。
1は一般に発話が終止しないで続けられることを示し，音調は大体，平らにつまり上
下に移動しないで宙に浮いたようになるものをし､う。短文の集合などで各短文の末尾に
この音調が現われる場合，話手は明らかに全体をより大きな単位とみて，各短文は完結
したものと解していないことによる。これを／→／とするが又／,／などでも表わされよ
う。a)AlsesAbendwurde/→/,fingesanzuregnen.b)Ichhabegetan/→/,
wiemirbefomenwar.c)DieSonnescheint/→/.DieBlumenblijhn/→/.Die
V6gelsingen/→/.AltesHerzwirdwiederjung．(v.EssEN1964).
2はいわゆる決定疑問文E"jsc加湿""9q〃age〃に現われるもので，音調は最後の音
節で，その前のものより目立って高くなる。普通の配語法の文でもこの音調によって疑
問文として働きうる。他方いわゆる補足疑問文E切な"z""9q〃a9e〃では一般に次の3
の音調が現われるが，反問とか非常に丁重な場合などにこれが現われる。又対をなす疑
問文Do"g〃ｸ'nge〃では前半ではこの音調や1が現われるが後半では3かこの音調が現
われる。／↑／とする。a）IStdieZeitungschonda／↑／？b）Hei6tduHinz／↑／
？c）VerreiSenSieindenFerien／↑／？OderbleibenSiehier？（v・EssEN1964)
3は2の逆の音調で下隆するもの。普通文や補足文，疑問文の語順でもそうでないも
の，二重疑問文の後半などに現われる。これは／↓／とする。a)Ichgeheaus/l/.･･･
fingesanzuregnen/J/.b)…OderbleibenSiehier／↓／？c）Wobinich／↓／？
d）Bistdudabeigewesen／↓／？e）Wiegemiitlichistdas／↓／1最後の例は感嘆
文である。(v.EssEN1964).
7．3連接ないし境界記号:TRuBETzKoYは語や形態素の境界を示す記号についてふ
れているが,例えば語（ないし形態素初）頭にしか現われない音素は自動的に境界を指
示する。ドイツ語では原則として/h/と/j/であろう。逆に語頭に現われない音素は
消極的ではあるがそこに少くとも語頭がないことを指示する。ここでは/ep/が語末に
ついては/bdgvz/がこのような音素である。しかし境界標識としては/h/ほど有
用でない。
これらと並んで特定の子音の連続はしばしば境界を示す。例えば同じ音素の連続はそ
の中間に境界がある。又-sf-,-km－などでも，つまり子音分布の項で記述した型に属
さないものはこのような境界を示す。
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他方異音によってこれが示されることもある。代表的な例は〔'〕と〔ん〕であり，こ
れは初頭位を示す。又/x/も/a,au/などの後では[x)が現われるのに[9]が現わ
れればこれは形態素の初頭を指示するといえる。
このように音韻的，音声的，積極的，消極的，単一の或いは複合の境界標識が現われ
る。しかしこれがいつも明確とは限らない。音声休止のスペースがない場合しばしば問
題が複雑になる。例えばtauchen/Frauchenは/-auxen/としてしか表わさないならば
異音まで記述しないかざり/x/の異音は不明である。とすれば類似音声環境で(x]と
〔9〕が示差的対立をなしているとも解釈される。しかしここに形態素の初頭位を示す
記号があればこの両音は相補的に分布するものと評価される。ここで境界標識として
MouLToNにならって/+/を取入れると便利と思われる。この音声的な特徴を見出し定
義するのは，はなはだ困難であるが，形態論的観点を導入して，音声休止はないが，形
態の切れ目のある部分にこれを用いる。こうすると多音節の形式での〔h〕や〔，〕も簡
単に異音的特徴として記述できるわけである。この形態素の切れ目をどこまで適用する
か，はなはだ難かしいが，例えば子音の形態素（子音結合では全く便宜的に‐を用いて
区別したが）や，決して〔'〕が現われない/-e,-en…,-ix,-iS,-up/などではこの
ような境界はないものと解する。tauchen/tauxen/,Frauchen/frau-|-xen/,erinnern
/er+'inern/,Verein/fer+'ain/,aUftauchen/'auf+tauxen/[''aUfthauxen].
1.DuDEN40,43
2．例えばハングルクではneinに当る方言で[n":](或いは[ne:])がきかれる。
4
3．世界言語概説上巻によればフランス語の[K]は16～17世紀頃[j]に変ったらしいのでドイツ
語へ取入れられたのは[4]か[j]かはっきりしない場合もあるがMedaille/me'dalie/,Billet
/bi'ljet/,Pavillon/'paviljon/はこの例とされよう。他にPssacaglia/pasa'kalja/,Kamarilla
/kama'rilja/(DuDEN).
4．これは音声学的には例えば呼気の平均消費量DLVの面からも説明される。
5．TRuBETzKoYはドイツ語の長母音，二重母音を単一の音素と解釈していることについては先
にもふれた。ところが，これらのうち二重母音を音素の複合と解釈するのはMoRcINIEcである。
(彼は子音では破擦音も音素複合と解釈する)。更にこの両方を音素複合と解釈するのはHocKETTで
ある。解釈の一般的可能性は，単一か複合か，後者ならば母音十母音か母音十子音かが問題になる。
MoRcINIEcはGreis/Graus,Eule/Eileでそれぞれi/u,o/aの音節主音,副音が示差的に対立す
るので，それぞれは単一の音素で，二重母音は二つの母音音素の複合ないし結合と考えたいらしい。
彼は長母音は恐らく単一音素と解している。ところがHOcKETTは恐らく英語の母音体系の解釈の
影響を受け，一音節の形式の音節構造から暗示されて,すべての長母音,二重母音を短母音と/wyh/
との複合と解釈している。彼によるとドイツ語の母音音素は次のようになる。ここで/y/は/j/に
ehは/a:/に相当する。
simple ieati6uo
iyeyay.uy6ycomplexi eyay.Uy6yoy
awuwow
ehah
ここで/yh/は音節頭音ともなるので半子音se"co"so"",/w/は音節副音としてしか現われない
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され，綴りも改めたものがみられる。Ensemble[a'sa:bl],/aD'saDbel,an'sanbel,-ble/,praktikabel,
flexibeletc.
他方語頭では可成りの外来結合が取入れられているのは注目していい。これらは上の例のような結
合型の原理的なものにかなっていることとTRuBETzKoY1962,229が指摘するように既に語間など
に中間的な子音連続として存在するからであろう。ks-,ps-,(pn-,pt-,)sf-,sk-,skl-,sm-,sn-,
SC-9tg－,tv-etc・同じような原則で一skKiosk,burleskなどが取入れられた。
15．Tanaka:KonsonantenverbindungenimDeutschenl964への補遺を記載する。一部は
「ドイツ文学31号」の拙論には入っているのが手違いで脱落したものである。
zu8./st/Gischt,/xt/recht,/x-s/Buchs,/xc/Geachz
zu9．/nf-s/Senfs,/rf-t//mp－s//9k-s//1p-s/の代りにWerft,Pamps,Gunks,RUlps
zul3．/rl/perlen
ml6．一K(KK)-n-Typen:
/bn/ebnen /dn/Redner /gn/regnen
/pn/wappnen /tn/Plattner /kn/trocknen
/fn/6ffnen /sn/Mesner /Sn/Taschner
/xn/rechnen /mn/Vervollkommner;
/ldn,ndn,rdn,rfn,ntn,rntn,rtn,1kn,rfn,1sn,rsn,1xn,rxn/.
-K-mgl,ypen：
/tm/atmen /dm/widmen.
-K(KK)-1-Typen:
/bl/hoble, /dl/radle /gl/regle
/pl/staple /kl/makle /zl/nasle
/sl/fessle /xl/lachle /61/gipfle
/fl/tafle /ml/sammle /nl/ahnle
/01/klingle;
/rbl,ndl,ldl,rdl,rgl,1pl,mpl,rpl,spl,ftl,xtl,ltl,rtl,stl,nstl,Dkl,rkl,nzl,
ksl,nsl,psl,ncl,rcl,rfl,1ml,rml/.
-K(KK)-r-Typen:
/br/saubre /dr/gliedre /gr/lagre
/kr/aCkre /fr/liefre /br/opfre
/cr/glitzre /mr/kramrre /nr/verfeinre
/zr/fasre /9r/verlangre /1r/schmalre;
/ldr,ndr,rdr,rgr,1pr,mpr,rpr,spr,ftr,xtr,ltr,ntr,str,lftr,nstr,Istr,mstr,1kr,
9kr,1fr,ndlr(?),ncr/.
これらのタイプの一K(KK)－の末音/bdgz/は無声化することが多いので/ptks/との対立
は弱くなる。この位置で帯気音が現われることは余りない。個人や方言によっては，有声喋音子音を
未音とする結合が現われない。DuDENの記述はしばしば理想にすぎない。又/nslslg/の結合の
代りに/ntsltsltS/が現われる個人が割合いる。
16．音素の各々について主要な異音を記載するが詳細な音声学的な記述は行なわない。なおドイ
ツ語内の音素の代置や，邦人の誤れる代置の傾向も合わせてところどころで指摘しておいた。応用面
で役立てば幸いである。6．2．5以外では/r/は[r]としてある。
17.MARTENsカヌMieteで調べた口蓋図Paa加mw"w(口蓋内に人工口蓋を入れて調べた，舌
と口蓋との接触面の位置や大小を示す図形）によると接触面は全体の約発～弦にも達しJanuarの
jなどより大きい。
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18．慶応大学の鉄野氏によると，氏の[R]音をハンブルグ大学音声学研究所の某博士が[r]と
聞き違えたということだから，時に専門家にも聞きわけられないこともありうる。もっとも日本人は
普通[r](もっとも[[]もあろう）が多いので，先入観もあったかもしれないが。なお同研究所
長のエッセン教授は[r]しかうまく発音できないようであった。
この小論は一部を1964年/65年度フンボルト奨学生としてのドイツ滞在中の調査研究に
もとずいている。
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AbriBderdeutschenPhonologie(Zusammenfassung)
DieserAbri6wurdeaufGrundderAnalyseeinerVariantedergema&igten
HochlautungoderetwaserhobenenUmgangslautungverfa&t,wobeidie
MethodikvonTRuBETzKoY,PIKEu・a・beriicksichtigtwurde.ErganzendesMaterial
●D
wurdeausdenWerkenvonDuDEN,v.EssEN,WANGLERu.a.entnommen･Zuerst
sinddiedeutschenLautephonetischgesehen,unddabeiwurdenfremdeoder
anomaleLauteausgeschlossen・AusdiesenphonetischenDatenistderPhonem-
bestanddesDeutschennachbestimmtenRegelnermittelt.Daslautet:/aeiou
シ マ
6ii,a:e:i:o:u:6:ii:,aiauoi,9/und/ptkbdgfssxvzjpcmn9
lrh/./j/habeichausderSystematikderSilbentypenalsselbstandiges
Phonemgewertet,obgleichesmit/i/komplementarverteiltist.Sonsthabeich
dreiDiphthongeundzweiAffrikatenpfundtstrotzderAuffassungenvon
MoRclNIEcundHocKETTalsmonophonematiSchaufgefaat.
Anschlie&endwirddasPhonemsystemabgehandelt,unddabeiwurden
bcs3ndersdiedistinktivenMerkmalederPhonemebeobachtet.JedesPhonemist
hiermitsolchenphonologischrelevantenEigenschaftenbeschriebenoder
"definiert''・DannfolgtdieBeschreibungiiberPhonemverteilungoderVerbin-
dungsweise.WasdieKonsonantenverbindungenangeht,sohabeicheinmaleinen
Abri6ver6ffentlicht,deshalbsindhiernureinigeallgemeineBemerkungenund
Nachtrageeingetragen.
NachsteParagraphenbeziehensichaufVariantenoderAllophone;alle
wichtigenVariantensindhier,wennauchsehrknapp,mitRiicksichtaufderen
Artenerwahnt・GelegentlichhabeichaufeinigeinteressantePhonemersetzungen
innerhalbdesDeutschen,aberauchaufdiejenigenvonJapanernhingewiesen,
umgleichzeitigdenjapanischenDeutsch-StudierendenpraktischeHilfebringen
zuk6nnen.
Abschlie6endwurdennonsegmentaleodersuprasegmentaleEigenschaftenwie
Betonungen,Intonation(Tonh6hebewegung)undGrenzsignalebehandelt.Hier
habeichhauptsachlichdieResultatevonv.EssEN1964(iiberlntonation)und
diejenigenvonMouLToN(iiber/+/)benutzt,aberiiberBetonunghabeichnach
meinerBeobachtunganalysiert,wobeizweiallgemeinverbreiteteAkzenttypen
bestatigtwurden.Siesindphonologisch(imstrengenSinne)nurzeitweisewichtig,
abersieverstarkendiedistinktivenMerkmaledersegmentalenPhoneme
vielfachgenug.IndiesemSinnemiissendieBetonungenimmerberiicksichtigt
sein・AlsnonsegmentalePhonemem6chteichfolgendehinzusetzen:1.Betonung
/'/’2．Intonation,/→/progredient,/1/interrogativ,/l/terminal,3.
GrenzsignaloderVerbindungszeichen/+/.
DieserAbri6basiertteilweiseaufmeineUntersuchungenwahrendmeines
Deutschland-AufenthaltesalsHumboldt-Stipendiatl964/65.
